
日本赤十字社新潟県支部現勢

196カ国

191社

９．医療事業（長岡赤十字病院）
明治10年 5月1日 博愛社設立
明治20年 5月20日 日本赤十字社に改称

11月11日 病床総数

明治27年 2月13日 日本赤十字社法制定 総患者数 延患者数 1日平均

昭和27年 8月14日 入　院 171,789人 470.7人
昭和28年 2月13日 外　来 332,308人 1,373.2人

２．会員 5,012 人・団体 １０．血液事業（新潟県赤十字血液センター）
2,171 人
1,982 団体 血液センター 1 献血バス ４台

859 人・団体 出張所 3 血液運搬車 17台

（会　　員）年額2,000円以上の寄付者で、会員登録された方

（協力会員）会員としての資格はあるが会員登録を希望されない 成分献血 31,823 成分製剤 23,930本

　　　　　　　 個人・法人または年額2,000円未満の寄付者等 400ml献血 55,544 赤血球製剤（400mL) 49,365本

200ml献血 1,611 赤血球製剤（200mL) 1,250本

３．青少年赤十字 246校・園/29,896人 合　　計 88,978 合　　計 74,545本

62園　 1,477人 ※成分製剤については200ｍｌ換算本数

123校　 20,756人
　48校　 6,609人 １１．施設及び職員（常勤）
　13校　 1,054人 区　　分 施設数
　　0校　 0人 支　　部 1

病　　院 1
看護学校 1

４．赤十字奉仕団 72団/5,157人 血液センター 1
37団　 3,336人 合　　計 4
 9団　 697人
15団　 211人 １２．会計（令和６年度当初予算）
 1団　 648人
10団　 265人

５．有功会 280 人・団体 １３．義援金・海外救援金受付状況
68 人 ＜令和６年４月１日～令和７年３月31日＞

212 団体 ◆義援金

６．救急法等の講習

７．看護師養成（長岡赤十字看護専門学校） ◆海外救援金
施設数 一学年定員

８．災害救護

※特に断りのない統計数字等は、令和７年3月31日現在のもの

毛　布 4,610枚
バスタオル 1,903枚

タオル 1,831枚
安眠セット  550個
緊急セット  2,380個

※救護員は令和７年４月１日現在の任命者数

2,770,864円
※「ＮＨＫ海外たすけあい」は日本赤十字社、日本放送（NHK）、

　社会福祉法人NHK厚生文化事業団との共催で令和６年12月1日～

　12月25日まで実施しました。

救援車 支部 ６台　病院 ２台

イスラエル・ガザ人道危機救援金 263,248円

救援物資備蓄状況

海外無指定救援金 27,070円
NHK海外たすけあい※ 673,103円

合　　　　計

救護員
10班　99人

支部13人　病院80人　センター6人

防災ボランティア 44人
無線局 基地局 ５局・移動局 42局

822,687,098円

在学数

113人

中東人道危機救援金 10円
アフガニスタン人道危機救援金 10,268円
ウクライナ人道危機救援金 1,259,215円

健康生活支援講習           21人　　 

令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金

看護師養成
(3年課程)

1 50人

合　　　　計

水上安全法            24人 　　

令和６年７月25日からの大雨災害義援金

幼児安全法            36人　 　
令和６年９月能登半島大雨災害義援金

防災教育事業指導者           19人 　　
　・地域（新潟県）を限定しての寄付

救　急　法 　　　　116人 　　
　・地域（石川県）を限定しての寄付

個人
法人

令和6年能登半島地震災害義援金 820,164,317円

区　　　分 指導員数
　・被災地全域への寄付　　　　　

特殊奉仕団
1362人　 

アマチュア無線奉仕団

安全奉仕団
青年奉仕団

一般会計（支部） 336,224千円
医療事業特別会計（病院） 24,332,902千円

588

日本赤十字社新潟支部と改称

指導者数 2,587人
    13人 　
1,202人 　
　　14人 　

地域奉仕団
   133人 　

幼稚園・保育園
小学校
中学校
高等学校
特別支援学校

職員数

225,162円
2,287,619円

10,000円

赤十字運動標語
Together　for　humanity

◎赤十字の基本原則  ◎1949年のジュネーブ条約加入国　　　　　　　　　

人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性 ◎世界の赤十字社・赤新月社等

24,698,842円
795,060,324円

405,151円

日本赤十字社新潟県支部と改称

個人会員 施　　設　　数 車輌台数
法人会員

献血者数（令和6年度） 供給本数（令和6年度）
個人・法人協力会員

１．沿革
　　　　　　　　　施　　設　　数　　　　　　　　

病院　　１
日本赤十字社新潟委員部として発足



新潟市中央区関屋下川原町１－３－12

花角　英世
鈴木　康之（新潟県副知事）　　
二階堂　馨（県市長会長）　品田　宏夫（県町村会長）
中野　力（新潟市会計管理者）　鶴巻　忠孝（元日赤支部職員）
浜田　忠博（新潟県中小企業団体中央会会長）
宮本　豊博

事務局付部長 谷田　健吾
４５名

（２）主な事業項目
●国際救援・開発協力　●国内災害救護　●講習普及事業　
●赤十字ボランティア　●青少年赤十字　

（３）財政基盤
会費収入（赤十字社員及び法人からの寄付）

長岡市千秋２－２９７－１

藤田　信也
佐藤　和弘、山﨑　肇、谷　達夫、竹内　学
小柳　智秀
岩崎　佳子

（２）主な事業項目
●医療事業

（３）財政基盤
医療事業収入

長岡市千秋２－２９７－１

藤田　信也
小越　佐知子
小柳　智秀

（２）主な事業項目
●看護師養成

（３）財政基盤
学生納付金・補助金収入

新潟市中央区美咲町１－６－１５

新國公司
関川利彦
小林　智子

（２）主な事業項目
●血液事業

（３）財政基盤
血液事業収入

（１）組織
所長
事務部長
事業推進部長

３．長岡赤十字看護専門学校
（１）組織

学校長
副学校長
事務部長

４．新潟県赤十字血液センター

２．長岡赤十字病院
（１）組織

院長
副院長
事務部長
看護部長

（１）組織
支部長
副支部長

監査委員

事務局長

評議員

新潟県の赤十字

１．日本赤十字社新潟県支部


